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【公表番号】特表2011-528492(P2011-528492A)
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【年通号数】公開・登録公報2011-046
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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 239/70     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ 471/06    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 401/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 487/16    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 239/70    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月21日(2012.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式
【化１】

［式中、
Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3、Ｙ4、Ｘ1、Ｘ2およびＸ3は、互いに独立してＮまたはＣＲ4であるが、
基Ｘ1、Ｘ2およびＸ3の内の少なくとも１つが基ＣＲ4であり、
Ｒ1は、水素、Ｆ、－ＳｉＲ100Ｒ101Ｒ102または有機置換基であり、
Ｒ1’およびＲ4は、互いに独立して水素、Ｆ、－ＳｉＲ100Ｒ101Ｒ102または有機置換基
であり、または
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前記置換基Ｒ1、Ｒ1’およびＲ4の内のいずれかは、互いに隣接して、場合により置換さ
れてよい芳香族もしくは複素芳香族環または環系を一緒に形成し、
ｍは、１～６の整数であり、および
Ｒ100、Ｒ101およびＲ102は、互いに独立して、場合により置換されてよいＣ1～Ｃ8アル
キル基、Ｃ6～Ｃ24アリール基またはＣ7～Ｃ12アラルキル基であり、ならびにＱは、連結
基であるが；式ＩＩＩの化合物において、前記置換基Ｒ1’またはＲ4の内の少なくとも１
つが基Ｑである］の化合物を含む電子デバイス。
【請求項２】
　式
【化２】

［式中、
Ｘ1は、ＮまたはＣＲ4であり、
Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8は、互いに独立してＨ、Ｃ1～Ｃ18アルキ
ル、Ｅで置換されたおよび／またはＤで中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18ペルフ
ルオロアルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇで置換されたＣ6～Ｃ24アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘ
テロアリール、Ｇで置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｃ2～Ｃ18アルケニル、Ｃ2～
Ｃ18アルキニル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｅで置換されたおよび／またはＤで中断された
Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｃ7～Ｃ25アラルキル、－ＣＯ－Ｒ28、－ＣＮ
【化３】

または基－Ｌ1－ＮＲ25’Ｒ26’

［式中、
ｕは、０または１であり；
ｖは、０または１であり；
Ｒ211、Ｒ211’、Ｒ212およびＲ212’は、互いに独立してＨ、Ｃ1～Ｃ18アルキルまたは
Ｃ1～Ｃ18アルコキシであり、
Ｒ213およびＲ214は、互いに独立してＨまたはＣ1～Ｃ18アルキルであり、
Ａｒ1は、－ＮＲ25’Ｒ26’、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇで置換されたＣ6～Ｃ24アリール、
Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、またはＧで置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリールであり；
Ｒ25’およびＲ26’は、互いに独立してＣ1～Ｃ18アルキル、Ｅで置換されたおよび／ま
たはＤで中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇで置換されたＣ6～Ｃ24

アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｇで置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリールであるか
、または
Ｒ25’およびＲ26’は、それらが結合する窒素原子と一緒に、場合により置換されてよい
複素芳香族環または環系を形成し；
Ｌ1は、単結合または架橋単位ＢＵである］であり、



(3) JP 2011-528492 A5 2012.8.9

Ｒ5およびＲ6ならびに／あるいはＲ7およびＲ8は、基
【化４】

［式中、
Ｒ206’、Ｒ208’、Ｒ205、Ｒ206、Ｒ207、Ｒ208、Ｒ209およびＲ210は、互いに独立して
Ｈ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｅで置換されたおよび／またはＤで中断されたＣ1～Ｃ18アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシあるいはＥで置換されたおよび／またはＤで中断されたＣ1～Ｃ

18アルコキシ、Ｃ1～Ｃ18ペルフルオロアルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇで置換されたＣ

6～Ｃ24アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｇで置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリール
、Ｃ2～Ｃ18アルケニル、Ｃ2～Ｃ18アルキニル、Ｃ7～Ｃ25アラルキル、ＣＮまたは－Ｃ
Ｏ－Ｒ28であり、
Ｙは、ＯまたはＮ－Ｒ25であり、
Ｄは、－ＣＯ－；－ＣＯＯ－；－Ｓ－；－ＳＯ－；－ＳＯ2－；－Ｏ－；－ＮＲ25－；－
ＳｉＲ30Ｒ31－；－ＰＯＲ32－；－ＣＲ23＝ＣＲ24－；または－Ｃ≡Ｃ－；および
Ｅは、－ＯＲ29；－ＳＲ29；－ＮＲ25Ｒ26；－ＣＯＲ28；－ＣＯＯＲ27；－ＣＯＮＲ25Ｒ
26；－ＣＮ；またはハロゲンであり；
Ｇは、Ｅ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｄで中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18ペルフル
オロアルキル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、あるいはＥで置換されたおよび／またはＤで中断
されたＣ1～Ｃ18アルコキシであり、ここで
Ｒ23およびＲ24は、互いに独立してＨ、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ

1～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－
で中断されたＣ1～Ｃ18アルキルであり；
Ｒ25およびＲ26は、互いに独立してＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～
Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－で中
断されたＣ1～Ｃ18アルキル；またはＲ25およびＲ26は、一緒に５もしくは６員環または
環系を形成し；
Ｒ27は、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～Ｃ18アルコキシで置換され
たＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキ
ルであり、
Ｒ28は、Ｈ；Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～Ｃ18アルコキシで置換
されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18ア
ルキルであり、
Ｒ29は、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～Ｃ18アルコキシで置換され
たＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキ
ルであり、
Ｒ30およびＲ31は、互いに独立してＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ18アリール、またはＣ1

～Ｃ18アルキルで置換されたＣ6～Ｃ18アリールであり、および
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Ｒ32は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ18アリール、またはＣ1～Ｃ18アルキルで置換され
たＣ6～Ｃ18アリールである］を一緒に形成する］の化合物を含む、請求項１に記載の電
子デバイス。
【請求項３】
　式
【化５】

［式中、
Ｘ1は、ＮまたはＣＨであり、
Ｙは、ＯまたはＮＲ25であり、ここで
Ｒ25は、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～Ｃ18アルコキシで置換され
たＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキ
ルであり；
Ｒ206、Ｒ207、Ｒ210は、請求項２において定義された通りであり、
Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8は、水素であり、
Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ2’、Ｒ3’およびＲ4’は、互いに独立してＨ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、
Ｅで置換されたおよび／またはＤで中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、
Ｇで置換されたＣ6～Ｃ24アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｇで置換されたＣ2～Ｃ2

0ヘテロアリール、例えば、
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【化６】



(6) JP 2011-528492 A5 2012.8.9

【化７】

、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｅで置換されたおよび／またはＤで中断されたＣ1～Ｃ18アルコ
キシ、
【化８】

または－Ｌ1－ＮＲ25’Ｒ26’

［式中、
ｕは、０または１であり；
ｖは、０または１であり；
Ｒ211、Ｒ211’、Ｒ212およびＲ212’は、互いに独立してＨ、Ｃ1～Ｃ18アルキルまたは
Ｃ1～Ｃ18アルコキシであり、
Ｒ213およびＲ214は、互いに独立してＨまたはＣ1～Ｃ18アルキルであり、
Ａｒ1は、－ＮＲ25’Ｒ26’、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇで置換されたＣ6～Ｃ24アリール、
Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、またはＧで置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリールであり；
Ｌ1は、単結合または架橋単位ＢＵ、例えば、
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【化９】

であり、
Ｄは、－Ｏ－；または－ＮＲ25－であり、
Ｅは、－ＯＲ29；－ＮＲ25Ｒ26；－ＣＮ；またはＦであり；Ｒ29；Ｒ25およびＲ26は、請
求項２において定義された通りであり；
Ｇは、Ｅ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｄで中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18ペルフル
オロアルキル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、あるいはＥで置換されたおよび／またはＤで中断
されたＣ1～Ｃ18アルコキシである］であり、
Ｒ25’およびＲ26’は、互いに独立して、場合により置換されてよいフェニル、ナフチル
、アントリル、ビフェニリル、２－フルオレニル、フェナントリルまたはペリレニル、例
えば、
【化１０】

であり、またはＲ25’およびＲ26’は、それらが結合する窒素原子と一緒に複素芳香族環
または環系、例えば、
【化１１】
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を形成し；ｍ’は、０、１または２であり；
ｍは、各出現している場合において同一または異なってよく、且つ０、１、２または３、
とりわけ０、１または２、非常にとりわけ０または１であり；
ｍ１は、各出現している場合において同一または異なってよく、且つ０、１、２、３また
は４、とりわけ０、１または２、非常にとりわけ０または１であり、
Ｒ41は、各出現している場合において同一または異なってよく、且つＣｌ、Ｆ、ＣＮ、Ｎ
（Ｒ45）2、Ｃ1～Ｃ25アルキル基、Ｃ4～Ｃ18シクロアルキル基、Ｃ1～Ｃ25アルコキシ基
であるが、ここで互いに隣接しない１個以上の炭素原子は、－ＮＲ45－、－Ｏ－、－Ｓ－
または－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－で置換されてよく、および／または１個以上の水素原子は、Ｆ
、Ｃ6～Ｃ24アリール基またはＣ6～Ｃ24アリールオキシ基で置換されてよいが、ここで１
個以上の炭素原子は、Ｏ、ＳまたはＮで置換されてよく、および／またはそれは、１個以
上の非芳香族基Ｒ41で置換されてよく、あるいは
２個以上の基Ｒ41は、環系を形成し；
Ｒ45は、Ｃ1～Ｃ25アルキル基、Ｃ4～Ｃ18シクロアルキル基であり、ここで互いに隣接し
ない１個以上の炭素原子は、－ＮＲ45’’－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－また
は－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－で置換されてよく、および／または１個以上の水素原子は、Ｆ
、Ｃ6～Ｃ24アリール基またはＣ6～Ｃ24アリールオキシ基で置換されてよく、ここで１個
以上の炭素原子は、Ｏ、ＳまたはＮで置換されてよく、および／またはそれは、１個以上
の非芳香族基Ｒ41で置換されてよく、および
Ｒ45’’は、Ｃ1～Ｃ25アルキル基またはＣ4～Ｃ18シクロアルキル基であり、
Ｒ216、Ｒ217、Ｒ116、Ｒ117およびＲ117’は、互いに独立してＨ、ハロゲン、－ＣＮ、
Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｅ’で置換されたおよび／またはＤ’で中断されたＣ1～Ｃ18アルキ
ル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇ’で置換されたＣ6～Ｃ24アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリー
ル、Ｇ’で置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｃ2～Ｃ18アルケニル、Ｃ2～Ｃ18アル
キニル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｅ’で置換されたおよび／またはＤ’で中断されたＣ1～
Ｃ18アルコキシ、Ｃ7～Ｃ25アラルキル、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ127、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ127ま
たは－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ127Ｒ126であり、あるいは
置換基Ｒ116、Ｒ117およびＲ117’は、互いに隣接して、環を形成してよく、
Ｒ316およびＲ317は、Ｒ116の意味を有し、且つ好ましくは、－Ｏ－またはＣ1～Ｃ25アル
コキシで場合により中断されてよいＣ1～Ｃ25アルキルであり、
Ｒ119’およびＲ120’は、互いに独立してＣ1～Ｃ18アルキル、Ｅ’で置換されたおよび
／またはＤ’で中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇ’で置換されたＣ

6～Ｃ24アリール、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｇ’によって置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロ
アリール、Ｃ2～Ｃ18アルケニル、Ｃ2～Ｃ18アルキニルまたはＣ7～Ｃ25アラルキルであ
り、あるいは
Ｒ119’およびＲ120’は、式＝ＣＲ121’Ｒ122’

［式中、
Ｒ121’およびＲ122’は、互いに独立してＨ、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｅ’で置換されたお
よび／またはＤ’で中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇ’で置換され
たＣ6～Ｃ24アリール、またはＣ2～Ｃ20ヘテロアリール、またはＧ’で置換されたＣ2～
Ｃ20ヘテロアリールである］の基を一緒に形成し、あるいは
Ｒ119’およびＲ120’は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｅ’で置換されたおよび／またはＤ’で
中断されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ24アリール、Ｇ’で置換されたＣ6～Ｃ24アリー
ル、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｇ’で置換されたＣ2～Ｃ20ヘテロアリール、Ｃ2～Ｃ18

アルケニル、Ｃ2～Ｃ18アルキニル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｅ’で置換されたおよび／ま
たはＤ’で中断されたＣ1～Ｃ18アルコキシ、Ｃ7～Ｃ25アラルキルまたは－Ｃ（＝Ｏ）－
Ｒ127で場合により置換されてよい５または６員環を一緒に形成し、および
Ｒ126およびＲ127は、互いに独立してＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1

～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－で
中断されたＣ1～Ｃ18アルキルであり、
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Ｄ’は、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、－ＮＲ65－、
－ＳｉＲ70Ｒ71－、－ＰＯＲ72－、－ＣＲ63＝ＣＲ64－または－Ｃ≡Ｃ－であり、および
Ｅ’は、－ＯＲ69、－ＳＲ69、－ＮＲ65Ｒ66、－ＣＯＲ68、－ＣＯＯＲ67、－ＣＯＮＲ65

Ｒ66、－ＣＮまたはハロゲンであり、
Ｇ’は、Ｅ’またはＣ1～Ｃ18アルキルであり、
Ｒ63およびＲ64は、互いに独立してＨ；Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～
Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－で中
断されたＣ1～Ｃ18アルキルであり；
Ｒ65、Ｒ65’およびＲ66は、互いに独立してＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ

1～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－
で中断されたＣ1～Ｃ18アルキルであり；または
Ｒ65およびＲ66は、５または６員環を一緒に形成し、あるいは
Ｒ65およびＲ66は、５または６員環を一緒に形成し、
Ｒ67およびＲ68は、互いに独立してＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキルまたはＣ1～
Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－で中
断されたＣ1～Ｃ18アルキルであり、
Ｒ69は、Ｃ6～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシで置換されたＣ6

～Ｃ18アリール；Ｃ1～Ｃ18アルキル；または－Ｏ－で中断されたＣ1～Ｃ18アルキルであ
り、
Ｒ70およびＲ71は、互いに独立してＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ18アリール、またはＣ1

～Ｃ18アルキルで置換されたＣ6～Ｃ18アリールであり、
Ｒ72は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ6～Ｃ18アリールまたはＣ1～Ｃ18アルキルで置換された
Ｃ6～Ｃ18アリールである］の化合物を含む、請求項２に記載の電子デバイス。
【請求項４】
　式ＩＩａ
［式中、
Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8は、水素であり、
Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は、互いに独立して、基
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【化１２】

、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｅで置換されたおよび／またはＤで中断されたＣ1～Ｃ18アルコ
キシ、
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【化１３】

または－Ｌ1－ＮＲ25’Ｒ26’であり、
Ｌ1は、単結合、
【化１４】

であり、
ｍ１は、０または１であり；
ｕは、０または１であり；
ｖは、０または１であり；
Ｒ211、Ｒ211’、Ｒ212およびＲ212’は、互いに独立してＨまたはＣ1～Ｃ18アルキルで
あり、
Ｒ213およびＲ214は、互いに独立してＨまたはＣ1～Ｃ18アルキルであり、
Ａｒ1は、－ＮＲ25’Ｒ26’、
【化１５】

であり、
Ｒ215は、Ｃ1～Ｃ25アルキルまたはＣ6～Ｃ18アリール、Ｃ1～Ｃ25アルキルであり、
Ｒ25’およびＲ26’は、互いに独立して
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【化１６】

であるか、または
Ｒ25’およびＲ26’は、それらが結合する窒素原子と一緒に基
【化１７】

［式中、
Ｒ41は、ＨまたはＣ1～Ｃ8アルキルである］を形成し、および
Ｒ116およびＲ117は、互いに独立して－Ｏ－もしくはＣ1～Ｃ25アルコキシで場合により
中断されてよいＣ1～Ｃ25アルキル、１－ナフチル、２－ナフチル、フェニル、または－
Ｏ－もしくはフェニルで場合により中断されてよいＣ1～Ｃ25アルキルで場合により置換
されてよいピリジンであり；
Ｒ119’およびＲ120’は、互いに独立してＣ1～Ｃ25アルキル、あるいはＥで置換された
および／またはＤで中断されたＣ1～Ｃ25アルキルであり、
Ｒ216およびＲ217は、互いに独立して－Ｏ－またはＣ1～Ｃ25アルコキシで場合により中
断されてよいＣ1～Ｃ25アルキルであり、
Ｒ316およびＲ317は、Ｒ116の意味を有し、且つ好ましくは、－Ｏ－またはＣ1～Ｃ25アル
コキシで場合により中断されてよいＣ1～Ｃ25アルキルであり、
Ｄは、－Ｏ－；または－ＮＲ25－であり、
Ｅは、－ＯＲ29；－ＮＲ25Ｒ26；－ＣＮまたはＦであり；Ｒ29；Ｒ25およびＲ26は、請求
項２において定義された通りである］の化合物を含む、請求項３に記載の電子デバイス。
【請求項５】
　式ＩＩｂ
［式中、
Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8は、水素であり、
Ｒ1、Ｒ2’およびＲ3’は、互いに独立して、基
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【化１８】

、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｅで置換されたおよび／またはＤで中断されたＣ1～Ｃ18アルコ
キシ、
【化１９】

または－Ｌ1－ＮＲ25’Ｒ26’であり、
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Ｌ1は、単結合、
【化２０】

であり、
ｍ１は、０または１であり；
Ｒ4’は、水素または基
【化２１】

であり、
ｕは、０または１であり；
ｖは、０または１であり；
Ｒ211、Ｒ211’、Ｒ212およびＲ212’は、互いに独立してＨまたはＣ1～Ｃ18アルキルで
あり、
Ｒ213およびＲ214は、互いに独立してＨまたはＣ1～Ｃ18アルキルであり、
Ａｒ1は、－ＮＲ25’Ｒ26’、
【化２２】

であり、
Ｒ25’およびＲ26’は、互いに独立して
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【化２３】

であるか、または
Ｒ25’およびＲ26’は、それらが結合する窒素原子と基
【化２４】

［式中、
Ｒ41は、ＨまたはＣ1～Ｃ8アルキルである］を一緒に形成し、および
Ｒ116およびＲ117は、互いに独立して－Ｏ－もしくはＣ1～Ｃ25アルコキシで場合により
中断されてよいＣ1～Ｃ25アルキル、１－ナフチル、２－ナフチル、フェニル、または－
Ｏ－もしくはフェニルで場合により中断されてよいＣ1～Ｃ25アルキルで場合により置換
されてよいピリジンであり；および
Ｒ119’およびＲ120’は、互いに独立してＣ1～Ｃ25アルキル、あるいはＥで置換された
および／またはＤで中断されたＣ1～Ｃ25アルキルであり、
Ｒ216およびＲ217は、互いに独立して－Ｏ－またはＣ1～Ｃ25アルコキシで場合により中
断されてよいＣ1～Ｃ25アルキルであり、
Ｒ316およびＲ317は、Ｒ116の意味を有し、且つ好ましくは、－Ｏ－またはＣ1～Ｃ25アル
コキシで場合により中断されてよいＣ1～Ｃ25アルキルであり、
Ｄは、－Ｏ－；または－ＮＲ25－であり、
Ｅは、－ＯＲ29；－ＮＲ25Ｒ26；－ＣＮまたはＦであり；Ｒ29；Ｒ25およびＲ26は、請求
項２において定義された通りである］の化合物を含む、請求項３に記載の電子デバイス。
【請求項６】
　以下の
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【表１】
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【表２】
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【表３】
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【表４】
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【表５】
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【表６】
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【表７】
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【表８】
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【表９】
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【表１０】
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【表１１】
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【表１２】

を含む、請求項４または５に記載の電子デバイス。
【請求項７】
　式
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【化２５】

［式中、
ｍ、Ｒ1’、Ｒ2、Ｒ3、Ｘ1、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8は、請求項１において定義された通
りであり、ならびにＱは、式

【化２６】

［式中、
Ｒ141は、各出現している場合において同一または異なってよく、且つ－Ｏ－またはＣ1～
Ｃ25アルコキシで場合により中断されてよいＣ1～Ｃ25アルキルであり；ｍ６は、０、１
または２である］の基である］の化合物を含む、請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項８】
　式
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【化２７】

［式中、
Ｘ1は、ＣＨまたはＮであり、
Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8は、水素であり、
Ｒ1’、Ｒ2、Ｒ3は、互いに独立して

【化２８】

であり、
Ｒ116およびＲ117は、互いに独立して－Ｏ－またはＣ1～Ｃ25アルコキシで場合により中
断されてよいＣ1～Ｃ25アルキルであり、ならびに
ならびにＱおよびｍは、請求項７において定義された通りである］の化合物を含む、請求
項７に記載の電子デバイス。
【請求項９】
　以下の
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【表１３】
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【表１４】
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【表１５】

を含む、請求項８に記載の電子デバイス。
【請求項１０】
　前記電子素子が、エレクトロルミネッセントデバイスである、請求項１から９までのい
ずれか１項に記載の電子デバイス。
【請求項１１】
　陰極と、陽極と、それらの間のホスト材料およびリン光発光材料を含有する発光層とを
含む、請求項１０に記載の電子デバイスであって、前記ホスト材料が、請求項１に記載の
式ＩまたはＩＩＩの化合物である、電子デバイス。
【請求項１２】
　陰極と陽極と電子輸送材料とを含む、請求項１０に記載の電子デバイスであって、前記
電子輸送材料が、請求項１に記載の式ＩまたはＩＩＩの化合物であるか、または前記化合
物を含む、電子デバイス。
【請求項１３】
　陰極と陽極と発光層とを含む、請求項１０に記載の電子デバイスであって、前記発光層
が、請求項１に記載の式ＩまたはＩＩＩの化合物から成るか、または前記化合物を含む、
電子デバイス。
【請求項１４】
　電子写真感光体、光電変換器、太陽電池、イメージセンサ、色素レーザおよびエレクト
ロルミネッセントデバイスのための、請求項１に記載の式ＩまたはＩＩＩの化合物の使用
。
【請求項１５】
　式
【化２９】

［式中、
Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3、Ｙ4、Ｘ1、Ｘ2およびＸ3は、互いに独立してＮまたはＣＲ4であるが、
基Ｘ1、Ｘ2およびＸ3の内の少なくとも１つが基ＣＲ4であり、
Ｒ1は、Ｆ、－ＳｉＲ100Ｒ101Ｒ102または有機置換基であり、
Ｒ1’およびＲ4は、互いに独立して水素、Ｆ、－ＳｉＲ100Ｒ101Ｒ102または有機置換基
であり、または
前記置換基Ｒ1、Ｒ1’およびＲ4の内のいずれかは、互いに隣接して、場合により置換さ
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れてよい芳香族もしくは複素芳香族環または環系を一緒に形成し、
ｍは、１～６の整数であり、および
Ｒ100、Ｒ101およびＲ102は、互いに独立して、場合により置換されてよいＣ1～Ｃ8アル
キル基、Ｃ6～Ｃ24アリール基またはＣ7～Ｃ12アラルキル基であり、ならびにＱは、連結
基であるが；式ＩＩＩの化合物において、前記置換基Ｒ1’またはＲ4の内の少なくとも１
つが基Ｑであり、且つ、更に、以下の化合物１～１２：
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【表１６】

が除外される］の化合物。
【請求項１６】
　式
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【化３０】

［式中、
Ｘ1、Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は、請求項２において定義された通りである］の化合物。
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